
適時開示体制の概要        

(模式図) 

 

 

                        会社名 NS ユナイテッド海運株式会社 

          (コード番号 9110  東証プライム) 

 

     当社の会社情報の適時開示に係る社内体制の状況は、下記のとおりです。 

 

                      記                                   

 

 

主管部署にて重要事実等発生 

 

 IR 委員会メンバーに連絡・相談 

     

  IR 委員会(IR 小委員会・ワーキンググループ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               企画 G     営業事項・海務事項・  

            （経営企画 T）  関係会社事項の             

                      経営への影響検討                

                        

  

 

 

 

   総務 G                                経理 G 

（総務 T）                              （主計一・二 T） 

 開示基準確認                   決算影響検討  

 開示手続準備   開示の要否･方法・時期を協議   開示内容検討 

 プレス対応検討      開示資料調整  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IR 委員：・総務Ｇ、経理Ｇ、企画Ｇの担当執行役員および GL 

（委員長：IR 担当役員） 

     ・開示情報の取扱い及び外部からの問合せに対する回答担当 

      記者会見、証券アナリストや投資家の取材には原則、執行役員が 

出席。 

開示資料についての問い合わせ責任者 

A. 決算関連事項及び業績予想（連結・単体） ：経理 GL 

B．経営方針・営業概要・海務・関係会社に関する事項：企画 GL 

C. 上記以外の事項                       ：総務 GL 

 

 

 

 

 

 

 

情報取扱責任者 

IR 担当役員 

                     G：グループ（部）  

                   T： チーム （課） 

          GL：ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ(部長)  

 
 

 

  

必要に応じ、執行役員会の協議を経て、取締役会（定時・臨時）に付議あるいは代

表取締役の承認を得て、開示決定 

                    

                 開示（東京証券取引所）         以上 

（添付 2） 

 


